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、、 ｡輪１W‐がⅢ２３ａＨ 〃、こgo（ＯＡＣ）、（Ｕ･し 卯･ＤｌｎｃｎｅＣ 
Yield（％）ｏｆ 
２１ 2-Methyl-3-buten-2-ol (ｍｏｌｅｑ） 
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、 、丑、 Bose-Acid Cotqlyst -- ○ｍ ○コこ ＋７５ ～ ＋ 
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玉昂 品 丑－ ９８°/ｂ － ９３゜/６ 一一９６゜/６ Ｈ Ｈ Ｈ 
7７ 8１ 8２ 6５ 
Chart９ 
－５７－ 
６．おわりに
以上述べた如く，今回我々はCllart9に示す如き通常試薬を用いた保護基を全く必要としない７工程通算収
率36％による，最短工程高通算収率かつ位置および立体選択的な（±)-6,7-セコアグロクラピン（65）の実用的
な全合成法の開拓に成功した．本法は独創率38％，自主開発率63％であり，我々の当初の目的通りに６５および
それにいたる６コの合成中間体（23ａ，４８，７４，７７，８１，８２）を容易に入手可能な合成原料として位置づけるこ
とに成功した．
７．将来の展望
６コの合成中間体はそれぞれが共通合成中間体としての性質を具備している．例えば，化合物（23ａ）は，オ
レフィンユニットを変えて改良Ｈｅｃｋ反応を行ないＣｈａｒｔ９の合成ルートにのせればそのままchanoclavine
(1)等の合成が可能と考えられるし，不斉原子を有するオレフィンの導入による光学活性物質の合成も可能であ
ろう．ピリジン誘導体との反応は特に興味が持たれる．さらに化合物（74）を用いてaurantioclavine（５）への
変換も出来るであろう．また化合物（77）や（82）の側鎖を細工することにより，４環性麦角アルカロイドへの
変換も容易と思われ，それぞれの化合物から各種誘導体，類縁体の合成が実現出来よう．その結果として本合成
ルートが麦角アルカロイド化合物群に対する共通合成法となるものと筆者は信じそうするべく努力している．
謝辞本研究に協力された当研究室助手山田文夫修士および修士課程，卒研生の諸氏（引用文献に記載）に
感謝いたします.尚，薬学研究奨励財団助成金のおかげで，初期における４位置換インドールおよび麦角アルカ
ロイド合成研究が飛躍的に促進されたことを記して厚く御礼申し上げます．
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